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企画部
情報通信技術課長

河野 隆博

情報通信技術とともに

情報通信技術は目覚ましい進歩を続けており、私たちが整備する社会資本も例外ではありませ

ん。社会、経済活動を支えるインフラとして、その役割はますます増大しており、防災、減災対策

など中部地方を取り巻く様々な課題の解決に重要な役割を果たすものと期待されています。

「今、社会から何が求められているのか」、「実現するためにはどのような技術が必要なのか」を

考えて仕事に取り組むことが重要です。一人ひとり、専門知識や経験を生かし、チームとなって

信頼できる安定した情報通信技術基盤を維持するともに、これからも中部の未来のために継続

的な発展を志していきます。

地域の防災訓練等で、通信機器の展示や体
験学習を行っています。その際には、職員
が説明を行います。

地域の防災訓練等に参加

女性技術者の交流

災害時の連携の強化を図るため、防災
訓練を地方自治体と共同で行ってい
ます。

地方自治体と共同で防災訓練を実施

全地整や関係他機関の電気・情報通信業務
に携わる女性技術者達が集まって、今後女
性が働きやすい職場になるための意見交
流や、現状を話し合って相談する会もあり
ます。そこで出た意見は直接本省にあがる
ので、全地整の女性職員が働きやすい職場
への第一歩になります。

電気通信技術研究会では電気通信技術の継承と技術力向上を目的として、電気通
信資機材の運用(現場対応力)強化・改良、電気通信に関する新技術の啓発・活用、電
気通信技術の継承をテーマに、施設研修、検討等を実施しています。研究会に参加
することで、自分のスキルアップに繋がります。

防災訓練

小学校での体験学習

南海トラフ地震などの災害発生時に、
確実に通信を確保できるよう、通信機
器の操作訓練を行っています。

機器操作訓練を実施

衛星通信車での機器操作訓練 市役所とのテレビ会議

平成21年度入省

伊藤 圭司

小学校で災害対策機器体験学習を実施

私は浸水被害を受けたことのある小学校の児童に衛星通信車等の災害対策機器を

利用した体験学習を実施しました。児童に分かるように伝える難しさはありました

が、自分の伝えたことが地域防災力に繋がるとてもやりがいのある仕事でした。

「電気通信ビジョン」を策定し、電気通信分
野の技術政策の推進を図っています。電
気通信ビジョンの一環として、「ＡＩによる
災害の瞬時把握と防災情報の高度観測」、
「ＩＣＴ技術による電気通信工事等の効率
化」などをテーマに、新技術の導入に取り
組んでいます。

電気通信ビジョンの策定

電気通信技術研究会の開催

研究会・研修等

施設研修の様子

ICT技術勉強会

女性連絡会

検討会の様子

平成29年度入省

石井 百合子

働きやすい環境作りのために

研究会や交流会を通して、最新技術に触れることもできて、意見交換によって

現状の職場環境における改善点も出てきます。電気・情報通信分野は幅広いた

め働くのは難しいと思われがちですが、こういった研修等のサポートにより、

職員達が働きやすい環境となっていると感じています。また先輩達は知識豊

富で優しいため、安心して仕事に臨めています。

研修・訓練 電気通信設備やシステム等について学ぶため の研究会を実施しています。
また、地域住民に災害に対する意識を高めてい ただくために、防災訓練や体験学習等を実施しています。


